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宮城県ケアマネジャー協会大崎支部 令和元年度 第 1 回研修会 

「その人の尊厳を大切にした関わり～“あたりまえ”のことを考える」振り返りシートまとめ 

 

（１）本日の研修を受講し、感じたこと、考えたこと、反省したことはありますか？ 

・対人援助の基本に立ち返り、大切なことを思い出した。 

・自分が対人援助する上で、いかせる内容ばかりでした。反省するばかりでした。 

・反省多：対人援助の難しさ。してほしくないことをしていたかも。 

・相手があってお話しすることは、大変なんだなと改めて感じました。 

・普段何気なく発している言葉や対応が、良くなかったと思い出しながら反省してました。

日常の業務に追われすぎ、アセスメント等が足りない部分多々あります。 

・認知症の方より、その家族とばかりに説明し理解を得ていた。 

・自分の振り返り（尊重できているか、具体的な言葉など）をすることが出来ました。「施

設に入れる」は話していましたので、反省していきます。 

・普段の会話の中で、いつの間にか、ケアマネと利用者との間で上下関係が出来てしまっ

ていることがあったので、今後気を付けたい。 

・バイステックの 7 原則を自分におきかえて考える事が出来ました。してほしいこと、し

てほしくないことで考えるとわかりやすかったです。 

・バイステックの七原則はわかっているようで、奥が深いと感じました。 

・相談員として、専門職としてきちんと関われているのか不安になった。その人個人の問

題として捉えられているのか、再度考えてみたい。 

・上から物事を言っているなと。相手をほめていない。面倒臭いと毎日言っている。負の

ストロークの毎日と感じた。 

・基本に戻り、大切なことを学習できた。大事な基本に立ち返り、仕事をすることが大切

と学べた。 

・自分の言動を振り返り、関わり方について見つめなおす。反省する機会を作る。 

・正のストロークと負のストロークを取り入れていきたいと思います。 

・「してほしくない事」を自分が常にやっているなと思いました。 

・正のストロークが足りませんでした。 

・日頃の自分の利用者さんとの関わりを振り返れ、良かった。 

・対人援助の関係性としてのあたり前のこと。自分の行動に日々、反省しながら、考えて

いくことが大切だと思いました。 

・対人援助関係の中で仕事をしているということをもっと意識しなければと反省。 

・ケアマネジャーとして、自分の間違いに気づくことで、次につなげられればいいとの言

葉で、助けられた気がします。失敗はみんなあることですもんね。 

・「リスクのある生活をする権利」という言葉がとても心にしみました。 
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・対人援助の原則を学び良かった。 

・自分達がやってしまっていることを、ズバッと正しくわかりやすく話してもらい、とて

も自分の現場を振り返って考えることが出来た。 

・長くこの仕事をしていると、初心を忘れているなぁと思うことがいっぱいある。今日は

それを思い出しました。 

・個別化と思いながら、いつの間にか、枠の中にあてはめて、考えてしまっていたことに

気づき 

・バイスティックの 7 原則を人が「してほしい」「してほしくない」あたりまえのことを日

常の生活の言葉で説明してもらい、ケースワーク関係という私たちの仕事の本質を認識さ

せてもらえたと思います。 

・援助の中で、与える側やしてあげている側になっていることがあることを感じ、反省し

改善しなければと感じました。 

・冷静に考えるとけっこう自分がされて嫌なことを利用者にしているのだと反省した。 

・「あたりまえ」ということは、どうあるべきか？悩む事が多かったが、「ケースワーク関

係」を考えると立ち位置、ぶれずに考えていけるかなと思えました。 

・あたりまえの様にケアマネの仕事をしてきて、「ハッと」させられることが多く、日頃か

らどれだけ意識して関わることが大事かと改めて反省した。 

・一人で生活が難しくなった人に対して「あなたの事を思えば」というような事を言って

いたと思う事があり、ハッとした。 

・してほしいこと、してほしくないことを頭に入れて、支援していきたいと思います。反

省する場面があり、良かったです。 

・一人一人尊重して、対人援助関係、あたりまえの事を振り返り考えさせられました。反

省点はダメという事や、ちょっと待ってと言ってしまう事を知らず知らずに言ってしまっ

た事。よりよい関わり方では仕事をしたいと思った。 

・人が、「してほしい」「してほしくない」あたりまえの事について、再考察しました。 

・自分の視点で判断をし、話してしまう事があるので、それに自分で気づき、注意してい

きたいと思いました。 

・以前に研修した内容でも、改めて質問されると答えられない。繰り返しの研修が必要だ

と思った。 

・いつも反省しきりです。結構、頑張れているなと安心したこともありますが、何年させ

ていただいても、まだまだ目指す道のりは遠いと感じました。 

・大変ためになりました。 

・関わりについて振り返るきっかけになりました。相手のことを理解しているつもりでも

押しつけなどになっていないかなど反省することもあった。 

・久々にケアマネジャー研修に参加しました。自分の関わりについて考える機会になりま

した。 
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・どこまで礼儀と尊重をすることができていたかと考えさせられました。 

・ケアマネとして間もなく、未熟だが、利用者さんや家族さんと良い関わりを築いていき

たいと思います。 

・あたりまえの生活ができるようにするためには、自分がどうせっしてもらいたいのかを

意識して関わっていくことが大切だと感じました。 

・本人の自己決定ではなく、家族の都合に合わせて退院支援を進めてきたことに気づかさ

れた。 

・通常の会話で気づかずに、上下関係を作っていることが判明しました。直さないといけ

ないと思いました。 

・自立支援に向けてが基本である。すぐにサービスではないよと気づかされ、初心に帰る。 

・普段より気づきがわかりました。 

・自分がそうなりたい、そんな風に関わりたいと頑張っていた事が報われた気がしました。 

・日頃の自分の支援の仕方を振り返るよい機会になりました。 

・サービスを使うようになり、逆に自由を奪ってはいないか？という言葉に、とてもドキ

っとした。あれもダメ。これも危ないなどと行動を制限していたのではないか？と反省し

た。 

・正のストローク・負のストロークを実践します。リスクをもっても、不自由を感じさせ

ない支援が出来ればと。 

・日頃の自分の言動を振り返る機会となりました。 

・あたりまえの生活。その人に対して礼儀と尊重をもって、業務に生かしたいです。 

・本当に本人の思いを受け止めているのか、本人が選択できる対応をしていなかったので

はないかと考えさせられました。認めて受け入れることの大切さを学びました。 

・改めて、自分の未熟さを痛感させられました。「完璧な人はいない」に救われました。正

のストロークで頑張ります。 

 

（２）あなたが今まで行ってきた「尊厳を大切にした関わり」を記載してください。 

・利用者さんの経てきた職業等について聞き取り、輝いていた時代について聞き取り関わ

っている。 

・意見重視：本人の言葉を大切に、そのままニーズへ。 

・「言葉」受け止め方が、人それぞれ違います。常に言葉使いや接する態度に気を付けてい

ました。 

・本人の気持ちを傾聴すること。その人の生きてきた人生を敬うこと。 

・認知症の方でも、その方が出来る事、考えている事、嫌な事等を理解し、その方の自立

支援を大切にしていきたい。 

・相手を敬う、事情を理解するようにしていきたいと思います。 
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・その人が残りの人生をどのようにして、過ごしたいかを伺いながら、活動や高齢者の集

いに必ずしも参加することが良いことではないと思い、その人の意思を尊重した。 

・相手の立場で考えようと努めています。 

・ないと思います。 

・無と思います。 

・病気があっても、今の生活をしたい思いを大切に接している。 

・個人の考えを尊重する。話を聴く事。色んな人がいて、考えを持っていることを理解す

る。 

・自立支援と言っていたが、家族中心になっていたと思う。 

・自分のことを、たくさん表出していただけるようにした。 

・利用者さんの今までの生活を知ること、どんな生活を希望するのかを聴くこと。どうす

れば叶えられるのかを一緒に考えていただくこと。 

・丁寧に関わっていくこと。肯定的に受け止めるようにしています。 

・何か決める時は、本人がいるところで決めて、話を進めるようにしていた。 

・個人の考えを否定しないこと。 

・利用者の方が思っている事、希望を深くまで聞き取り、出来る限り添えるように関わっ

た。 

・相手の話を良く聞くようにしています。聞いている中で、本当の思いが見つかる事があ

ります。 

・本人に寄り添いながら、その思いを大切にする関わり。 

・その方の生活歴や考え方をはじめに聞き、その方の生き方の中でのステージとしてとら

え、考えていきたいと思っています。 

・自己決定を少し尊重しすぎた関わりだったように感じます。 

・相手の思いをくみとること。（言葉から、表情から、態度から） 

・可能な限り本人の希望に合わせる。話をじっくり聞く。 

・難病を抱えた利用者が、本人・家族が決定したことを大切に関わった。 

・親子関係が最悪で、子供達は誰ひとり見ないので、施設に本人は入ってしまった。その

本人の思いはどうだったのだろうか、若い時に子供や奥さんに暴力をふるったので、自業

自得と思ってしまったが、尊厳をもって大切にすれば良かった。 

・利用者様の気持ちに添って、対応させてもらっています。 

・自分で決める能力を優先し、自立を促進した関わり。 

・個人として認める。否定しない。受け止める。 

・相手の話や行動を否定せず、表情にも気を付け、接するようにしています。 

・利用者本人の意向を聞くように努めている。確認できないときもあるが… 

・「ダメ」と言わない決まりを課しています。今は言った瞬間に「あ、使っちゃった…」と

確実に気づけるようになりましたが、週当たり、1～2 回は使ってしまいます… 
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・利用者一人一人の意思を大切に支援しようと心がけています。 

・まず会ったときには、必ず挨拶するように心がけています。（笑顔で） 

・相手の話を傾聴したり、初回面談時は利用者さんにまず、名字・下の名前どちらで呼ば

れたいか確認するようにしています。 

・顔を、目を見て話すことを大事にしてきた。 

・ありのままを受け入れられるように意識して関われるようには、心がけている。 

・その人が話した言葉を一度受け入れるようにしている。 

・相手の考えを引き出し、利用者本人に SB を選択してもらったこと、もちろん、中止につ

いても伝えています。 

・自分が出来ること、出来ないことを支える。 

・極力受容する。 

・必ず、その人とちゃんと話す。認知症があっても、体が不自由でも。 

・ターミナルの利用者との関わりで、最期をどこでという時に、Dr から在宅での看取りに

ついて、家族に説明してもらい、本人の希望通りに自宅で最期を看取る事が出来た。 

・今までの生活。人生の先輩として見てきたところ。 

・普通に関わる。 

・本人の意向を確認しているので、「尊厳を大切にした関わり」をしているのではないかと

感じました。利用者様のいいところをほめるようにしています。 

・必ず「○○さん」と呼びかけ、笑顔で関わり始めることを心がけています。 

 

（３）あなたが明日から行う「尊厳を大切にした関わり」を記載してください。 

・本人の決めることを支える。本人のプライドを大切にして支える。 

・良い関わりをもって仕事をしたいので、今日学んだことを念頭に置き、本人と話をして

いきたいと思います。 

・人生の先輩として接すること。 

・良い関係で関わるために、人からされたい事をたくさん行っていきたい。 

・言葉（名前、言葉かけ）について、頭の中で意識していきます。 

・名前の呼び方、言葉使い、基本的なところを見直す。 

・されて嫌な事は相手にもしない事。 

・目上の方に対する言葉遣いをきちんとする。姓で声をかけるように心がける。相手の気

持ちに寄り添い、自己決定できるように、方法を伝える。 

・敬う気持ちを持ち接します。寄り添う力を身につけたい。 

・ケアマネジャーの対人援助の関係に立ち返り、学習し実践したい。 

・してほしい、してほくない事、意識する。 

・自立支援が出来る支援をしていきたいと思いました。 
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・少しでも「本人の意向」を聴けるように心がけています。でも、出来ていないので、自

己決定できるような関わりをしていければと思います。 

・自己決定ができるよう、決めるための提案をして、決めたことを尊重する。 

・一つ一つ考えながら、ケースワークに生かしていきたいと思います。 

・おしつける言葉使いを気を付ける。よく電話をくれる家族がいるのですが、頼られるの

は良いとして、ケアマネジャーに依存しないようにしていきたい。 

・「知らず知らず…」に気づけるようになろうと思いました。 

・名前の呼び方、話し方など。 

・管理しない。自己決定の為の情報提供をわかりやすく説明する。バイステック 7+1（話

し合う）を意識づける。 

・対人援助の関係を振り返り、対応していきたいです。 

・相手が思うことを考え、聞き取りながら支援していきたい。（相手にとってのあたりまえ

を考えていきたい） 

・ケースワーク関係について、頭に入れて、自分の立ち位置がおかしくならないように考

えていく。認めて受け入れる心地いい関わり。 

・「正のストローク」を心がける。自分はもっと大人になり、精神的に安定しておかないと

この仕事は出来ない。難しい事だと思った。利用者さんに対して、失礼のないようにしま

す。 

・利用者様・家族様に寄り添いながら、行っていきたいと思います。 

・本人の自己決定・自由を尊重したいと思う。あたりまえの事ができるように。 

・あたりまえの事を大切にしていく。誰が主体かを常に考えていく。 

・傾聴をし、何を伝えようとしているのかを感じとれるよう、又、表情の変化にも気づく

事が出来るようにしたい。 

・基本を忠実にしたい。研修内容を実践したい。 

・（正のストローク）心地よい関わりを意識して、対人一つ以上を課したいと思います。 

・これからも個人の意思と尊重していきたい。 

・利用者様と職員の関係性についてもう一度職員さんたちと振り返り見直ししていきたい

と思う。（言葉使いや上下関係になっていないかなど） 

・礼儀と尊重を意識していきたいです。 

・まずは、言葉を選んで、発信すること。 

・名前を呼ぶ時に、姓と名前どちらで呼んだらいいか確認を取るようにしていきたい。 

・認知症になっても、その人を知る生活歴やこの人だったら、どのように考えて選択した

いかと考える時間を持てるようになりたいと思う。 

・利用者に自分の考えを伝えるようにしたい。 

・呼び名が、正式に姓で、名前を呼ぶことが普通に尊重するということにもなること。 

・フレンドリー感覚はやめる。 
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・してきたことを続ける。失敗を気づく自分になる。 

・その人を見る、あたりまえの人として礼儀と尊厳をもって関わる。 

・普通に関わる。 

・本人ときちんと向き合い、本人が求めていることを引き出せる関わりをしていきたいと

思います。 

・やはり前向きに「正のストローク」でしょうか。関わりが変わり、良い方向に導かれて

いくと思います。 

 

（４）大崎支部で今後受講したい研修会をご提案してください。 

・パーソナル障がいについて知りたい。 

・ターミナルケアについて。 

・認知症の方の判断能力の見極めについて。行動制限について。 

・社会保障制度について。聞かれて分からないことが多いので… 

・高齢化社会に対する必要な備えは？ 

・医療者が考える介護。 

・身寄りのない方の支援。成年後見人制度。 

・施設の看取りのケアについて、事例などをもとに講義してほしいです。 

・課題検討の考え方を、様々な事例（看取り、認知症等）を使って行ってほしいです。 

・施設ケアプランの基本をアセスメントの段階から勉強したいです。 

・サービス計画書の作り方、意向の聴き方、いろいろなすべての事、アセスメントの方向

や聞き方。 

・ターミナルケアをお願いしたい。 

・生活保護をもっと詳しく。支援の方法等。 

・困難事例。 

・介護保険関連の法令について。 

・権利擁護について学びたいです。 

・具体的な対人援助法。 

・成年後見制度や退院支援、ターミナルケア、介護保険改正になっている講義、看取り施

設などの受け入れ現状。 

・認知症の対応を多くしてほしいです。 

・精神障害のある家族への対応。 

・メンタルケア研修、認知症ケア。 

 

 

 



8 

 

（５）大崎支部の活動などに関するご意見があれば記載してください。 

・研修会の開始時間を遅くする。土日の研修会。 

・いつもありがとうございます。とても勉強になります。 

・いつもありがとうございます。 

・忙しい中での活動、大変と思いますが、これからの発展を願っています。 

・短時間集中でお願いします。 

・定期的な講習があれば参加したい。 

・ありがとうございました。 

・事例を使った勉強会に参加してみたいです。 

・忙しい中、いつもありがとうございます。 

・いつも取り組み、お疲れ様です。 

・良い機会をいただきました。ありがとうございました。今後とも宜しくお願いします。 

・大変ごくろうさまです。 

・大変お世話になっております。感謝しています。 

 


